
予防できるよ 
 

 

 

 

 

 

東郷 潤  
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ある日、満員電車の中で、迷惑男さんの

傘がサラリーマンさんの足に食い込み

ました。 
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サラリーマンさんは迷惑男さんに、優

しく話しかけました。 
 

 

 

 

 

迷惑男さんはすぐに傘をどかしました

が、気にする風ではありません。 



4 

 

別の日、満員電車の中で、また迷惑男さ

んの傘の先端が今度はおばさんの足に

食い込みました。 
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おばさんは迷惑男さんに、優しく話し

かけました。 
 

 

 

 

迷惑男さんはすぐに傘をどかしました

が、気にする風ではありません。 
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別の日の朝、満員電車の中で、またまた

迷惑男さんの傘の先端が、今度は学生

さんの足に食い込みました。 
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学生さんは迷惑男さんに、優しく話し

かけました。 

 

 

 

 

迷惑男さんはすぐに傘をどかしました

が、気にする風ではありません。 
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別の日の朝、満員電車の中で、またまた

また迷惑男さんの傘の先端が女学生さ

んの足に食い込みました。 
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女学生さんは、怒って声を荒げました。 

 

迷惑男さんは傘の扱いを大いに反省し、

その後二度と他人の足に傘を食い込ま

せることはありませんでした。 
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痛かったら、怒って下さい。 

次の痛みを防ぐために！ 
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あとがき 

 

もし、あなたがこの絵本に共感された

なら、出来るだけ多くの方に、読ませて

あげていただければと思います。 

本絵本は、自由にコピーして下さって

結構です（商業出版はじめ金銭的な授受

を伴う場合を除きます）。また下記ＷＥＢ

からは、東郷潤の他の絵本やメッセージ

をダウンロードすることが出来ます。 
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